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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
あ
る
い
は
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
。

前
者
が
ア
メ
リ
カ
、
後
者
が
イ
ギ
リ
ス
発
の
言
葉
だ
が
、

要
は
、「
9
時
か
ら
5
時
ま
で
働
い
て
足
り
な
い
分
は
残
業
、

そ
れ
を
週
日
繰
り
返
す
と
い
う
硬
直
的
な
働
き
方
を
や
め
よ
う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

お
説
ご
も
っ
と
も
。
で
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
」が
答
え
で
あ
る
。

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
柔
軟
な
働
き
方
の
こ
と
だ
。
育
児
や
介
護
目
的
だ
け
で
は
な
い
、

大
学
で
学
び
直
す
た
め
の
短
時
間
勤
務
も
、
骨
休
み
の
た
め
の
長
期
休
暇
も
含
ま
れ
る
。

福
利
厚
生
の
一
環
と
い
う
よ
り
は
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
と
生
産
性
の
向
上
と
い
う
人
事
施
策
な
の
で
あ
る
。

海
外
の
事
例
も
含
め
、
各
地
で
進
行
中
の〝
勤
務
革
命
〞の
様
子
を
追
っ
て
み
た
。
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あ
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葉
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。
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「
短
時
間
勤
務
で
働
く
優
秀
な
上
級
レ
ベ
ル

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
数
多
く
世
の
中
に
出
な
い

限
り
、
短
時
間
労
働
に
対
す
る
偏
見
を
払
拭

す
る
の
は
難
し
い
」。
イ
ギ
リ
ス
の
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
・
ワ
ー
ク
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
フ
レ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
（
※
1
）
は
、
中
級

以
上
の
レ
ベ
ル
の
短
時
間
勤
務
や
専
門
職
、

管
理
職
の
有
期
雇
用
な
ど
を
扱
う
求
人
サ
イ

ト
を
開
設
し
た
。「
企
業
に
優
秀
な
人
材
を
提

供
し
、
労
働
者
が
引
け
目
を
感
じ
ず
に
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
働
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
、

同
社
の
キ
ャ
ロ
ル
・
サ
ヴ
ェ
ッ
ジ
社
長
は
語

る
。
貿
易
産
業
省
、
B
T
、
セ
ン
ト
リ
カ
、
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
な
ど
が
同
社
に
賛
同
を
表
し
、

週
4
日
勤
務
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

2
週
間
9
日
勤
務
の
部
長
な
ど
、
フ
レ
ッ
ク

ス
で
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
な
求
人
市
場
が
で
き
つ

つ
あ
る
。

通
信
技
術
が
発
達
し
た
現
在
、
週
5
日
の

9
時
〜
5
時
勤
務
に
固
定
化
さ
れ
な
い
仕
事

は
、
企
業
の
中
に
多
数
存
在
す
る
。
同
社
は
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
導
入
に
よ
る
ビ
ジ
ネ

ス
の
利
点
を
企
業
の
取
締
役
会
に
賛
同
さ
せ
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
特
有
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
手
法
を
管
理
職
に
浸
透
さ
せ
る
。
導
入

後
は
、
従
業
員
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
向
上
し
、

「
働
き
た
い
企
業
」
に
仲
間
入
り
す
る
、
と
い

う
わ
け
だ
。

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
」
は
、
そ
の
呼
称

通
り
、
個
々
の
労
働
者
の
職
務
特
性
や
ラ
イ

フ
キ
ャ
リ
ア
に
合
わ
せ
た
自
由
度
の
高
い
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
あ
り
、「
働
く
時
間
」

「
働
く
場
所
」「
休
暇
」
の
自
由
度
を
高
め
た
働

き
方
と
も
い
え
る
。
実
際
の
制
度
と
し
て
は
、

始
業
や
終
了
時
間
を
個
人
の
裁
量
で
設
定
す

る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
複
数
人
で
ひ
と
り

分
の
仕
事
を
分
担
す
る
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
、
在
宅
で
仕
事
を
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
図
表
1
は
イ
ギ
リ
ス
で
実
施
さ

れ
て
い
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
の
一
覧

だ
。
子
供
が
就
学
中
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て

働
き
、
逆
に
休
暇
時
に
は
働
か
な
い
「
学
期

間
労
働
時
間
制
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
見
ら
れ
、
日
本
は
大
き
く
出
遅
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
ア
メ
リ

カ
で
は
、
優
秀
な
従
業
員
を
辞
め
さ
せ
な
い
、

過
重
労
働
を
防
ぐ
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
（
家
族
に
配

慮
す
る
）」
施
策
が
各
企
業
で
導
入
さ
れ
た
。

最
も
早
か
っ
た
企
業
の
ひ
と
つ
が
I
B
M
で
、

今
か
ら
50
年
前
の
1
9
5
6
年
の
こ
と
だ
っ

た
。
出
産
、
育
児
、
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
に
配
慮
す
る
同
様
の
施
策
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
浸
透
し
た
の
は
1
9
8
0
年
代
以
降
で
あ

むらた・ひろみ
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子
育
て
・
学
習
・
自
己
啓
発
を
包
含
し
た

「
柔
軟
な
働
き
方
」を

I
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
と
は
何
か
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
、

企
業
へ
の
導
入
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
諸
外
国
の
事
情
も
含
め
、
報
告
す
る
。

時
代
の
趨
勢
は

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
へ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

人
事
マ
ネ
ジ
ャ
ー
求
む
！

村
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弘
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ワ
ー
ク
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研
究
所
主
任
研
究
員
）
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る
（
※
2
）。
背
景
に
は
、
女
性
の
職
場
進
出
、

家
族
形
態
の
変
化
、
労
働
者
の
意
識
の
変
化
、

社
会
の
少
子
・
高
齢
化
、
長
時
間
労
働
の
弊

害
が
叫
ば
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
90
年
代
に
入
り
、
そ
れ
ま
で
の
家

庭
軸
か
ら
、
個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
基
づ

い
た
働
き
方
と
い
う
広
義
の
概
念
の
「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
が
イ
ギ
リ
ス
を
中

心
に
各
国
に
広
ま
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
施
策
が
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
」
で

あ
り
、
育
児
や
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
加
え
、

自
己
啓
発
、
加
齢
に
応
じ
た
働
き
方
の
変
更
、

引
退
準
備
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
独

身
者
や
高
齢
者
も
含
め
た
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
関
連
す
る
概
念
で
あ
る
。

労
働
に
対
す
る
価
値
観
は
国
に
よ
っ
て
異

な
る
。
日
本
で
は
、
就
業
意
欲
の
高
い
労
働

者
も
多
数
存
在
す
る
。
働
く
価
値
観
が
多
様

化
し
た
今
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
続
け
た
い
人

と
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
を
選
択
し
な
が

ら
、
継
続
し
て
働
き
た
い
人
の
た
め
の
2
つ
の

支
援
策
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
前
者

に
と
っ
て
は
、
保
育
施
設
や
学
校
が
休
み
の
日

に
急
な
出
張
や
残
業
が
生
じ
た
場
合
、
育
児

や
介
護
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
く
れ
る
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
（
※
3
）
の

存
在
が
心
強
い
。

出
生
数
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、

日
本
も
近
い
将
来
、
労
働
人
口
の
減
少
を
免

れ
な
い
。
生
産
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
有
能

な
労
働
者
を
確
保
す
る
こ
と
、
労
働
力
率
を

上
げ
る
こ
と
が
、
企
業
や
国
に
と
っ
て
避
け
得

な
い
目
標
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
一
方
で
、
育
児
休
暇
な
ど
、
他
国
に
引
け

を
と
ら
な
い
充
実
し
た
制
度
が
あ
る
も
の
の
、

日
本
企
業
に
お
け
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク

の
導
入
は
、
ま
だ
一
部
の
大
手
企
業
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
制
度
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
労
働
の
質
や
生
産
性
が
維
持
で

き
る
か
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
支
障
が
生
じ
な
い
か
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
面
で
問
題
が
な
い
か
な
ど
を
懸
念
す
る

企
業
が
多
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
工
夫
や
各
種
技
術
を
駆
使

す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
を
選
択
す
る
労
働
者

を
特
別
視
し
な
い
、
差
別
し
な
い
配
慮
が
不

可
欠
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
既
に
諸
外
国
に
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
①
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・

ワ
ー
ク
が
可
能
な
職
種
や
職
場
を
掘
り
起
こ

す
、
②
専
門
委
員
会
を
作
っ
た
り
、
調
査
を

実
施
し
た
り
し
て
、
従
業
員
を
巻
き
込
む
、
③

パ
イ
ロ
ッ
ト
ケ
ー
ス
を
作
る
、
④
該
当
人
材
を

選
ぶ
、
⑤
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
意
識
を
改
革
す
る
、

⑥
ケ
ー
ス
に
よ
る
成
果
を
検
証
す
る
、
と
い
う

6
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
導
入
方
法
で
あ
る
。

政
府
の
役
割
と
し
て
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・

ワ
ー
ク
を
選
択
す
る
労
働
者
や
企
業
の
不
利

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
の

導
入
に
あ
た
っ
て

に
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
労
働
時
間
や
雇
用
形
態

に
対
し
て
中
立
的
に
な
る
よ
う
、
税
制
や
社
会

保
険
制
度
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
、
社
会
保
険
の
資

格
要
件
で
あ
る
所
定
労
働
時
間
や
労
働
日
数

な
ど
は
、
労
働
者
の
働
き
方
の
選
択
に
大
き

く
影
響
す
る
。
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
と
一

元
化
さ
せ
た
制
度
設
計
が
大
切
で
あ
る
。
例

え
ば
、
労
働
時
間
や
日
数
を
5
分
の
1
か
ら

5
分
の
5
ま
で
の
5
段
階
に
分
け
、
そ
れ
に
連

動
し
た
税
制
や
社
会
保
険
制
度
を
構
築
す
る

な
ど
、
週
1
日
か
ら
週
5
日
勤
務
の
い
ず
れ

に
も
対
応
し
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
仕
組
み

を
作
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

出
産
や
育
児
な
ど
、
一
時
的
な
ラ
イ
フ
イ

ベ
ン
ト
に
関
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ベ
ル
ギ
ー

の
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
よ
う
に
、
中
長

期
的
に
自
分
の
働
き
方
を
設
計
で
き
る
制
度

も
必
要
だ
。
働
き
方
の
転
換
が
容
易
に
で
き

る
よ
う
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
契
約
法
と

い
っ
た
法
律
の
導
入
も
考
え
ら
れ
る
。

「
働
く
」「
育
て
る
」「
学
ぶ
」「
遊
ぶ
」
を
う

ま
く
接
続
し
、
柔
軟
な
働
き
方
が
可
能
な
社

会
の
構
築
を
一
刻
も
早
く
望
み
た
い
。

税
や
法
律
、
社
会
保
険
制
度
の

改
定
も
視
野
に
入
れ
よ

【図表1】イギリスの多彩なフレキシブル・ワーク

働く時間にフォーカスした制度
●ワークシェアリング／ジョブシェアリング 通常1人で行う業務をシェアして2人で行う。2人がパートタイムで働き、賃金、有給休暇、福利厚生をシェアする
●学期間労働時間制度 子供の学校の時間帯や休暇期間（夏休みなど）に合わせて、無給休暇をとる
●（時間）代休 通常の就業時間を超えて仕事をした場合、その時間単位で休暇を取れる
●フレックスタイム制度 就業時間（始業時間、終業時間）を選択できる。必ず出社しなくてはならないコアタイムが設定される場合もある
●年間労働時間制度 年間の労働時間で契約し、事業の繁閑に合わせて個別に労働時間を設定する
●シフト労働制度 24時間体制で社員が異なったシフトで働く
●シフトスワッピング制度 必要に応じて、従業員間でシフトを変更できる
●自己管理勤務制度 日々必要なスタッフとスキルを会社が決め、個々の労働者が働きたい時間を提案できる
●時間差勤務制度（交代制） 各社員が異なった始業時間、終業時間、休憩時間で働き、全体の業務時間を延長する
●段階的定年（退職）制度 定年が近づいた段階で労働時間を削減したり、パートタイムに転換する
●圧縮労働時間制度 一労働週の労働日数を短縮し、一日の労働時間を長くする（例：週5日勤務から4日に変更し、1日の労働時間を延ばす）
●一定期間の時間短縮制度 一定期間のみ労働時間を短縮し、その後、通常の時間に戻す
働く場所にフォーカスした制度
●ホームワーキング オフィス勤務を基本とし、必要に応じて在宅勤務ができる。フルタイムの在宅就労も可能
●テレワーキング 電話やコンピュータを使ってオフィス外で勤務する
休暇（ブレイク）にフォーカスした制度
●サバティカル／キャリアブレイク 新しい能力や技術を身につけるために学校に通う、研修を受ける、リフレッシュ旅行に行くことを目的にした長期休暇
●スタディ休暇 仕事関連の学習に参加するための休暇
●育児休暇 幼児期の子供の世話をするための休暇
●産前産後休暇、父親産休、養子休暇 出産および出産前後の休暇。養子を迎えるための休暇

資料出所：「ワークライフバランスキャンペーン・企業向けパンフレット」（DTI）を基に作成

※
1

w
w
w
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求
人
サ
イ
ト
以
外
に

ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
マ
ッ
チ
ン
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も
行
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。

※
2

ワ
ー
ク
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
第
13
回
講
義
ジ
ェ
ン
ダ

ー
＆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

w
w
w
.w
orks-i.com

/flow
/lm

/university13_4.htm
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代
表
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
ケ
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サ
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ビ
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は

B
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H
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F
am

ily
S
olutions

Inc.,
C
hildren

F
irstInc.,La

P
etite

A
cadem

yInc

な
ど
で
、
法
人
向
け

に
年
中
無
休
24
時
間
対
応
の
保
育
・
介
護
な
ど
の
接
続
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
自
社
で
施
設
を
持
ち
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
企
業
も
あ
り
、
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
大
手
企

業
を
中
心
に
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
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東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
保
険

勤
務
条
件
す
べ
て
半
分
、
人
事
戦
略
と
し
て
の
制
度

CASE1 育
児
支
援
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
、
長
期
休
暇
ま
で
、

先
進
企
業
の
取
り
組
み

II
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
を
大
胆
に
推
進
し
て
い
る
企
業
4
社
を
取
材
し
た
。

外
資
を
含
め
日
本
企
業
3
社
、
英
国
企
業
1
社
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
ほ
か
各
国
の
施
策
・
制
度
の
現
状
も
紹
介
す
る
。

荻
野
進
介
（
本
誌
）

東
京
海
上
日
動
あ
ん
し
ん
生
命
は
、
2
0

0
2
年
4
月
か
ら
、
就
学
前
の
子
供
を
対
象

に
し
た
育
児
と
、
介
護
を
行
う
社
員
の
た
め
に
、

労
働
時
間
、
仕
事
、
賃
金
、
賞
与
す
べ
て
が

正
社
員
の
半
分
と
い
う
「
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
社

員
制
度
」
を
導
入
し
た
。

対
象
は
、「
仕
事
の
半
減
」
と
い
う
考
え
方

が
成
り
立
ち
や
す
い
事
務
処
理
業
務
を
担
う

一
般
職
（
約
2
5
0
人
）。
総
合
職
が
制
度
の

適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
身
分
を
一
般
職
に

変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勤
務
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
の
昼
休
み
を
除
く
4
時

間
。
通
常
社
員
の
場
合
は
7
時
間
勤
務
だ
か

ら
、
月
に
数
日
、「
指
定
休
日
」
を
設
け
、
ち

ょ
う
ど
半
分
に
な
る
よ
う
労
働
時
間
を
調
整

し
て
い
る
。
現
在
の
適
用
者
は
育
児
を
理
由

に
し
た
30
代
の
女
性
1
人
だ
が
、
申
請
を
考

え
て
い
る
社
員
が
6
人
い
る
。
い
ず
れ
も
育
児

休
業
中
や
妊
娠
中
の
社
員
だ
。
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
、
膨
大
な
個
人
情
報
を
扱
う

こ
の
手
の
業
務
は
在
宅
勤
務
に
馴
染
ま
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
考
え
ら
れ
た
制
度
で
も
あ
る
。

同
社
人
事
総
務
部
人
事
グ
ル
ー
プ
課
長
代

理
の
二
村
紀
久
江
氏
は
話
す
。「
通
常
の
短
時

間
勤
務
制
度
は
、
残
業
が
あ
る
職
場
で
、
い

つ
も
本
人
だ
け
が
早
帰
り
す
る
わ
け
で
す
か

東京海上日動
あんしん生命保険

●事業内容：生命保険の販売
●本社所在地：東京都中央区
●設立年：1996年
●従業員数：1517名（2005年7月1日現在）
●保有契約高（個人保険と個人年金保険と
団体保険の合計）：14兆8438億200万円

（2005年3月期）

0
・
5
＋
0
・
5
＝
1

福
祉
施
策
で
な
く
人
事
戦
略

ら
、
非
常
に
肩
身
が
狭
い
も
の
な
の
で
す
。
そ

の
点
、
こ
れ
は
、
仕
事
が
半
減
、
給
料
も
半
減

と
い
う
わ
か
り
や
す
い
制
度
な
の
で
、
後
ろ
め

た
さ
が
生
じ
に
く
い
。
仕
事
は
減
り
ま
す
が
、

給
料
分
は
き
っ
ち
り
働
い
て
も
ら
う
制
度
で

す
」。
し
か
も
通
常
、
短
時
間
勤
務
に
移
行
す

る
社
員
が
い
る
と
、
上
司
は
代
替
要
員
に
頭

を
悩
ま
せ
る
。
ひ
ど
い
場
合
は
現
有
勢
力
で
の

業
務
量
の
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。そ
の
点
、
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フレキシブル・ワーク｜臨機応変・伸縮自在な働き方

日
本
テ
レ
コ
ム

企
業
ビ
ジ
ョ
ン
と
リ
ン
ク
し
た
働
き
方
革
命

CASE2

東京海上日動あんしん生命保険
人事総務部／人事グループ
課長代理
二村紀久江氏

こ
の
制
度
は
、
該
当
者
が
生
じ
た
部
署
に
人

事
が
人
員
を
補
充
す
る
仕
組
み
だ
。

で
は
な
ぜ
「
2
分
の
1
」
な
の
か
。「
母
性

保
護
や
介
護
の
た
め
の
福
祉
施
策
に
終
わ
ら

せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ハ
ー
フ

サ
イ
ズ
社
員
が
2
人
い
れ
ば
、
通
常
の
社
員

ひ
と
り
分
に
戦
力
換
算
で
き
ま
す
。
人
の
手
当

て
が
し
や
す
い
わ
け
で
す
。
60
％
社
員
、
70
％

社
員
だ
と
こ
う
は
い
か
ず
、
そ
れ
ら
が
混
在
し

て
い
る
と
な
お
さ
ら
で
す
。
保
険
業
務
は
年
末

や
月
末
に
集
中
し
ま
す
。
こ
の
や
り
方
だ
と
繁

忙
期
に
よ
り
多
く
の
短
時
間
社
員
を
業
務
に

つ
か
せ
る
よ
う
調
整
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
人
事

戦
略
の
一
環
で
も
あ
る
の
で
す
」（
二
村
氏
）

社
員
と
同
じ
く
査
定
が
あ
り
、
短
時
間
勤

務
に
よ
る
点
数
の
目
減
り
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
を
昇
給
に
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
る
と
、
仕

事
量
が
半
分
な
の
に
昇
給
ス
テ
ッ
プ
は
同
じ

と
い
う
不
公
平
感
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
昇
給

テ
ー
ブ
ル
の
数
を
増
や
し
、
通
常
の
2
倍
に
し

て
解
決
し
た
。
昇
級
も
半
分
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
制
度
は
二
村
氏
が
独
力
で
企
画
し
作

り
上
げ
た
。
実
現
を
最
も
後
押
し
し
て
く
れ
た

の
は
、
一
般
職
2
5
0
人
を
束
ね
る
部
署
の

部
長
だ
っ
た
。
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
人
材

が
、
育
児
や
介
護
従
事
の
た
め
に
、
退
職
し

た
り
、
肩
身
の
狭
い
思
い
で
勤
務
し
た
り
す
る

こ
と
を
憂
慮
し
た
の
だ
ろ
う
。
同
社
志
望
の
女

子
学
生
の
間
で
も
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
社
員
は
好

評
を
博
し
て
い
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
間
接
照
明
で
彩

ら
れ
た
ほ
の
暗
い
回
廊
が
続
く
。
ま
る
で
ホ
テ

ル
か
美
術
館
の
よ
う
だ
。
明
る
い
場
所
に
出
た

と
思
っ
た
ら
、
そ
こ
が
オ
フ
ィ
ス
だ
っ
た
。
東

京
・
汐
留
に
あ
る
日
本
テ
レ
コ
ム
の
本
社
。

仕
切
り
を
取
り
払
い
、
全
体
が
一
望
で
き
る

職
場
に
は
4
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
が
い
く
つ
も
置

か
れ
、
窓
際
に
は
、
バ
ー
の
よ
う
な
カ
ウ
ン
タ

ー
式
の
座
席
も
あ
る
。

こ
こ
に
は
社
員
の
固
定
席
が
な
い
。
出
社

す
る
と
ど
こ
で
も
好
き
な
場
所
に
座
り
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
セ
ッ
ト
す
る
。
無
線
L
A
N
が

整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
床
に
は
ケ
ー
ブ
ル
類

も
見
当
た
ら
な
い
。
本
や
フ
ァ
イ
ル
類
と
い
っ

た
紙
の
資
料
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
職
場
と
い
う

よ
り
は
巨
大
な
カ
フ
ェ
を
思
わ
せ
る
光
景
だ
。

こ
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
同
社
の
倉
重
英
樹
社

長
が
打
ち
出
し
た
「
21
世
紀
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
ワ
ー
ク
ス

タ
イ
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
案
し
、
最
先

端
の
技
術
を
使
い
、
そ
の
実
現
を
推
進
し
ま

す
」
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。社

員
の
業
務
効
率
を
上
げ
る
と
と
も
に
、

後
述
す
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
」
と
あ
わ
せ
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
か
ら
必
要
な
機
器
の
選

定
ま
で
、
働
く
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
柔
軟

な
働
き
方
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
だ
。
同
社
人
事
部
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
小
池
和
子
氏
は
語
る
。「
新
し
く

日本テレコム

●事業内容：音声伝送、データ伝送などの
固定通信事業
●本社所在地：東京都港区
●設立年：1984年
●従業員数：5134名（2005年5月1日現在）

作
っ
た
働
き
方
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
＆
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
高
い
付
加
価
値
を
提
供

で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
社

内
外
を
問
わ
ず
、
広
範
な
協
働
関
係
が
必
要

に
な
る
、
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
の
た
め
に
新

し
い
オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、
人
事
制
度
が
あ
り
、

教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
の
で
す
」

新
オ
フ
ィ
ス
で
の
勤
務
ス
タ
ー
ト
は
2
0
0

Parkと名づけられたフロア。芝生を模したカーペットが敷かれ、
樹木を囲むベンチが点在する
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4
年
1
月
。
綿
密
な
情
報
管
理
体
制
を
構
築

し
た
上
で
の
出
発
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
1
年
あ

ま
り
経
過
し
た
が
、
以
前
に
比
べ
て
立
ち
上
が

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
が
急
増
し
て
い
る
と
い

う
。
組
織
の
壁
を
越
え
た
人
員
交
流
が
そ
れ

だ
け
盛
ん
に
な
っ
た
の
だ
。

こ
う
し
た
働
き
方
の
変
革
を
オ
フ
ィ
ス
の
外

ま
で
広
げ
た
の
が
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
だ
。
対
象

は
嘱
託
、
契
約
を
含
め
、
同
社
と
雇
用
契
約

が
あ
る
全
社
員
で
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
上

司
が
許
可
を
与
え
れ
ば
実
現
す
る
（
新
卒
は
、

教
育
上
、
初
年
度
の
適
用
は
な
い
）。
勤
務
時

間
は
通
常
の
勤
務
者
と
同
じ
で
、
評
価
の
方

法
も
変
わ
ら
な
い
。
同
社
で
は
、
全
社
員
の
コ

ア
勤
務
タ
イ
ム
が
10
時
〜
3
時
に
設
定
さ
れ

て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
適
用
は
全
日
か
ら
1

日
数
時
間
ま
で
柔
軟
だ
。
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
、

携
帯
電
話
な
ど
は
会
社
が
貸
与
し
、
電
気
代

や
通
信
費
な
ど
の
名
目
で
全
社
員
に
一
律
で

月
額
2
0
0
0
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
在
宅
勤
務
者
が

50
人
い
る
。
そ
の
う
ち
3
人
が
「
仕
事
と
生
活

の
両
立
」
を
テ
ー
マ
に
、
勤
務
日
記
を
ブ
ロ
グ

で
公
開
し
て
い
る
。「
在
宅
勤
務
は
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
含
め
た
健
康
管
理
と
時
間
管
理
の

問
題
が
大
き
い
。
〝
ど
こ
で
も
オ
フ
ィ
ス
〞
は
、

〝
い
つ
で
も
オ
フ
ィ
ス
〞
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
四
六
時
中
、

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
中
で
行
わ
れ
る
も
の
と
は

明
ら
か
に
異
質
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
任
せ
て
い

ま
す
が
、
1
週
間
に
1
度
は
全
員
で
顔
を
合

わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
」（
小
池
氏
）。

日
本
で
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

い
う
言
葉
が
し
き
り
に
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
の
意
味
は
、「
仕
事
の
時
間
を
減
ら
し
て
私

生
活
を
充
実
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
単
純
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
日

本
テ
レ
コ
ム
の
や
り
方
は
、「
ワ
ー
ク
」
と

「
ラ
イ
フ
」
双
方
の
充
実
を
目
指
し
、「
ワ
ー
ク
」

の
や
り
方
を
柔
軟
に
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ

り
、
そ
こ
に
新
し
さ
を
感
じ
る
。

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
各
国
の
制
度

村
田
弘
美
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
）

2
0
0
2
年
、
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
イ
ク
（
働
く
こ

と
を
一
時
、
中
断
す
る
）
制
度
の
大
幅
な
改
革
が

行
わ
れ
た
。
新
制
度
は
「
タ
イ
ム
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

と
呼
ば
れ
、
政
府
と
企
業
間
の
合
意
に
よ
り
、
制

度
の
活
用
理
由
を
問
わ
れ
ず
に
、
企
業
の
全
従
業

員
の
5
％
に
適
用
さ
れ
る
。
①
在
職
中
の
1
年
間

（
最
長
5
年
間
ま
で
延
長
可
能
、
生
涯
5
回
ま
で

申
請
が
可
能
）、仕
事
を
休
止
ま
た
は
半
減
で
き
る
、

②
労
働
時
間
を
5
分
の
4
に
短
縮
で
き
る
（
最
長

5
年
間
ま
で
延
長
が
可
能
）、
③
20
年
間
勤
続
し

た
50
歳
以
上
の
従
業
員
は
、
以
後
の
退
職
ま
で
の

期
間
、
労
働
時
間
を
半
減
も
し
く
は
5
分
の
4
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
2
0
0
2
年
に
失
業
者

が
代
替
要
員
と
し
て
雇
い
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
条

件
に
、
最
高
1
年
の
休
暇
が
取
得
で
き
る
「
サ
バ

テ
ィ
カ
ル
休
暇
制
度
」
を
一
部
地
域
で
導
入
し
、

現
在
は
全
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
休
暇
中
は
国

が
失
業
手
当
の
85
％
を
支
給
す
る
。
育
児
目
的
以

外
に
学
習
や
開
業
準
備
に
あ
て
る
人
も
多
い
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
1
9
9
6
年
に
導
入
し
た

「
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
失
業
者
を
代
替

要
員
と
し
、
90
日
か
ら
3
5
9
日
の
範
囲
で
休
暇

を
取
得
で
き
る
制
度
で
、
休
暇
中
は
失
業
手
当
の

70
％
が
支
給
さ
れ
る
。
使
途
に
制
限
は
な
く
、
趣

味
目
的
の
活
用
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
の
「
休
暇
積
立
口
座
」

は
、
残
業
時
間
な
ど
の
貯
蓄
を
可
能
と
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
年
収
ま
た
は
労
働
時
間
の
1
割

を
休
暇
と
し
て
貯
蓄
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

残
業
時
間
を
休
暇
に
振
り
替
え
る
こ
と
や
有
給
休

暇
の
積
み
立
て
が
可
能
だ
。
日
本
で
も
、
有
給
休

暇
の
時
間
単
位
の
取
得
制
度
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
両
国
の
例
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
休
暇
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

は
、
被
災
者
支
援
や
、
病
気
や
怪
我
に
よ
り
所
得

を
喪
失
し
た
従
業
員
間
で
の
補
填
な
ど
を
目
的
と

し
た
、
い
わ
ば
相
互
扶
助
の
制
度
だ
。

制
度
の
運
営
は
銀
行
型
、
基
金
型
、
譲
渡
型
な

ど
複
数
あ
る
が
、
2
0
0
5
年
に
米
国
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
会

員
社
の
16
％
が
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
た
。
職

場
内
で
の
や
り
取
り
の
た
め
、
生
産
性
に
大
き
な

支
障
は
生
じ
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

労
働
時
間
の
柔
軟
化

ベ
ル
ギ
ー

長
期
休
暇
の
取
得

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

労
働
時
間
を
休
暇
に
転
用

オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
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業
務
の
効
率
化
と
優
秀
な
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
日
本
I
B
M
は
80
年
代
後
半
か
ら

柔
軟
な
勤
務
形
態
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
実
現
し
た
同
社
の
「
短

時
間
勤
務
制
度
」「
在
宅
勤
務
（
e
ワ
ー
ク
）

制
度
」
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
前
者
だ
が
、
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
2
0

0
4
年
1
月
で
あ
る
。
対
象
者
は
、
育
児
、

介
護
、
身
体
の
障
害
な
ど
で
短
時
間
勤
務
を

自
ら
希
望
す
る
社
員
で
、
所
属
長
の
承
認
が

必
要
だ
。
週
5
日
勤
務
で
1
日
当
た
り
の
時

間
が
通
常
の
8
割
、
週
5
日
で
同
6
割
、
週

3
日
で
1
日
の
時
間
が
通
常
通
り
、
週
4
日

で
同
通
常
通
り
、
と
い
う
4
つ
の
選
択
肢
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
賃
金
も
そ
れ
に
応
じ
て
減

少
す
る
（
図
表
2
）。
残
業
は
基
本
的
に
な
い
。

勤
務
時
間
の
減
少
に
比
べ
て
目
減
り
額
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
が
、
住
宅
費
補
助
な
ど
の
福

利
厚
生
は
通
常
社
員
と
同
じ
な
の
で
、
1
人

当
た
り
人
件
費
全
体
で
見
る
と
こ
れ
が
適
正

だ
と
い
う
。
評
価
も
通
常
と
変
わ
ら
な
い
。
同

社
で
は
目
標
管
理
制
度
が
取
ら
れ
て
お
り
、

短
時
間
社
員
の
場
合
、
勤
務
時
間
に
比
例
し

て
目
標
が
6
割
や
8
割
に
下
が
る
だ
け
だ
。
短

時
間
勤
務
は
原
則
3
カ
月
以
上
の
期
間
で
適

用
さ
れ
る
。
業
務
量
や
時
間
数
の
削
減
に
あ

た
っ
て
は
そ
れ
な
り
の
調
整
が
必
要
で
、
所
属

長
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
だ
。

利
用
者
数
は
年
間
約
50
人
で
、
圧
倒
的
に

女
性
、
そ
れ
も
育
児
目
的
で
の
利
用
が
多
い
。

自
身
の
身
体
障
害
が
10
人
、
介
護
が
3
人
、

弁
理
士
な
ど
の
資
格
取
得
が
3
人
。
週
5
日

で
8
割
勤
務
が
大
勢
を
占
め
る
。
同
社
労
務

担
当
員
の
木
村
記
子
氏
は
こ
う
話
す
。「
育
児

休
暇
か
ら
の
復
帰
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
た
女
性
社
員
が
『
こ
れ
が
な
け
れ
ば
会

社
を
辞
め
て
い
た
』
と
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

職
種
で
い
え
ば
、
自
分
の
裁
量
で
働
け
る
研

究
・
開
発
職
が
多
い
。
顧
客
を
持
っ
て
い
る

営
業
職
は
移
行
が
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
の
制

度
は
時
間
で
仕
事
を
管
理
す
る
も
の
な
の
で
、

裁
量
労
働
制
と
は
両
立
し
ま
せ
ん
。
S
E
や

ソ
フ
ト
の
開
発
者
は
裁
量
勤
務
を
解
い
て
か

ら
こ
れ
に
移
行
す
る
仕
組
み
で
す
」

現
在
は
前
述
の
よ
う
に
目
的
を
限
定
し
て

い
る
が
、
将
来
的
に
は
別
の
運
用
も
考
え
ら
れ

る
と
い
う
。
同
社
労
務
担
当
の
小
玉
道
雄
氏

は
話
す
。「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
勉
強
し

た
い
人
や
、
定
年
を
間
近
に
控
え
、
文
字
通

り
仕
事
を
減
ら
し
た
い
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

日本アイ・ビー・エム
労務・ウェルビーイング・
サービス 労務
木村記子氏

日本アイ・ビー・エム
労務・ウェルビーイング・
サービス 労務　労務担当
小玉道雄氏

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム

勤
務
の
柔
軟
性
は
全
社
の
課
題
。
在
宅
勤
務
は
当
り
前

CASE3

日本アイ・ビー・エム
●事業内容：ビジネス／ITコンサルティング
サービスおよびコンピュータシステムの
構築・運用・保守サービス
●本社所在地：東京都港区
●設立年：1937年
●従業員数：1万9145名

（2004年12月31日現在）
●売上高：1兆4609億2100万円

（2004年12月期）

【図表2】日本アイ・ビー・エムの短時間勤務制度

勤務時間 賃金

週5日、1日当たり4時間33分（通常の6割） 通常の5割

週3日、1日当たり7時間36分（通常通り） 通常の5割

週4日、1日当たり7時間36分（通常通り） 通常の7割

週5日、1日当たり6時間4分（通常の8割） 通常の7割

こ
と
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
社

会
の
流
れ
を
見
て
判
断
し
ま
す
」

次
の
「
e
ワ
ー
ク
制
度
」
だ
が
、
こ
れ
は
、

2
0
0
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
仕
事
と
生

活
の
両
立
」
を
目
指
し
た
在
宅
勤
務
制
度
だ
。

対
象
は
「
勤
続
1
年
以
上
の
副
主
任
以
上
」

で
、
自
宅
勤
務
が
可
能
な
仕
事
に
従
事
す
る

社
員
。
自
己
申
請
で
所
属
長
の
承
認
が
必
要

だ
。
処
遇
は
通
常
の
社
員
と
同
一
、
自
宅
で

使
う
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
事
務
機
器
は
社
員
負

担
で
、
電
話
通
信
費
の
み
会
社
負
担
と
な
る
。

当
初
は
育
児
・
介
護
の
義
務
が
あ
る
社
員
に

限
定
し
て
い
た
が
、
目
的
の
限
定
を
取
り
払

っ
た
と
こ
ろ
利
用
者
が
急
増
、
現
在
は
2
0

0
0
人
に
の
ぼ
る
。
す
べ
て
が
完
全
在
宅
勤

務
で
は
な
く
、
1
日
の
一
部
、
あ
る
い
は
1
週

間
の
う
ち
数
日
の
み
、
と
い
う
人
も
含
ま
れ
る
。

同
社
は
事
業
部
主
体
で
「
モ
バ
イ
ル
・
オ

フ
ィ
ス
」
や
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
」
と
い
っ
た
「
勤
務
場
所
を
問
わ
な
い
働

き
方
」
の
実
現
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
現
在
、

日
本
に
お
け
る
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
実

現
に
最
も
熱
心
な
会
社
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

全
従
業
員
の
1
割
以
上
が

部
分
的
な
在
宅
勤
務
者
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B
T
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本

の
N
T
T
の
よ
う
な
存
在
の
通
信
会
社
だ
。

日
本
に
も
1
9
8
5
年
に
進
出
し
、
B
T
ジ

ャ
パ
ン
が
あ
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
と
い
う
概
念
は
元
々
イ
ギ
リ
ス
が
本
家
だ

が
、
そ
の
本
家
本
元
で
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
・
ワ
ー
ク
が
広
汎
に
可
能
な
企
業
と
し
て

有
名
な
の
が
B
T
だ
。

B
T
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
施
策
は
2

つ
に
大
別
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
情
報
技
術
を
活

用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
施
策
だ
。
お
よ
そ
10
万
人

い
る
従
業
員
の
う
ち
、
在
宅
勤
務
者
が
1
万

人
に
及
び
、
7
万
人
以
上
が
部
分
的
に
在
宅

勤
務
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
最
初
の
在
宅
勤

務
制
度
が
発
足
し
た
の
が
1
9
8
6
年
。
1

9
9
8
年
に
は
、「
問
わ
れ
る
の
は
、
就
業
時

間
や
就
業
形
態
で
は
な
く
仕
事
の
成
果
だ
」

と
い
う
趣
旨
で
、
自
分
の
勤
務
体
系
を
自
由

に
決
め
ら
れ
る
「
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ト
ゥ
・
ワ
ー

ク
」
施
策
が
導
入
さ
れ
た
。
2
0
0
2
年
か

ら
は
全
社
的
に
通
信
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
が

進
み
、
こ
れ
も
在
宅
勤
務
の
増
加
に
拍
車
を

か
け
た
。
B
T
ジ
ャ
パ
ン
の
元
・
会
長
で
、
現

在
は
同
社
シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
職
に
あ

る
北
里
光
司
郎
氏
は
こ
う
話
す
。「
在
宅
勤
務

社
員
は
営
業
が
多
い
で
す
ね
。
全
社
的
に
テ

レ
ワ
ー
ク
施
策
を
奨
励
し
て
い
る
の
は
事
実
で

す
が
、
最
後
に
決
め
る
の
は
本
人
の
意
思
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
は
住
宅
事
情
が
よ
く
て
、
郊
外
に
広

大
な
邸
宅
を
持
つ
人
が
ざ
ら
に
い
ま
す
。
在
宅

勤
務
が
盛
ん
な
の
は
、
一
家
の
大
黒
柱
の
書

斎
す
ら
満
足
に
持
て
な
い
日
本
の
住
宅
事
情

と
の
違
い
も
あ
る
の
で
す
」

も
う
ひ
と
つ
の
施
策
は
、
文
字
通
り
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
あ
る
（
図
表
3
）。
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
働
く
人
は
5
0
0
0
人
、
数
人
で
同
じ

仕
事
を
分
担
す
る
ジ
ョ
ブ
シ
ェ
ア
人
材
は
5

0
0
人
い
る
。

こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
も
利
用
者
が
多
い
タ
イ

ム
・
ア
ウ
ト
と
ヘ
ル
ピ
ン
グ
・
ハ
ン
ズ
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。

タ
イ
ム
・
ア
ウ
ト
と
は
、
合
計
2
年
を
限
度

に
、
最
大
4
回
ま
で
取
得
で
き
る
長
期
休
暇

制
度
だ
。
充
電
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
、
有

能
な
人
材
を
確
保
す
る
狙
い
が
あ
る
。
取
得

を
希
望
す
る
本
人
が
申
請
し
、
上
司
が
本
人

の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
や
人
生
設
計
、
自
部
署
の

業
務
の
繁
閑
具
合
、
休
暇
中
の
代
替
人
材
の

確
保
な
ど
を
考
慮
し
、
期
間
中
は
有
給
か
、

無
給
か
を
含
め
て
、
決
定
す
る
。
専
門
分
野

の
勉
強
や
資
格
取
得
、
育
児
や
介
護
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
裁
判
で
の
陪
審
員
、
軍
務
、
政
治

活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
、
長
期
の
海
外
旅
行
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

も
う
一
方
の
ヘ
ル
ピ
ン
グ
・
ハ
ン
ズ
は
、
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
の
一
環
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
や
N
G
O
、
政
府
機
関
な
ど
へ
の
出
向

が
最
大
2
年
間
ま
で
認
め
ら
れ
る
制
度
だ
。

こ
れ
も
有
給
、
無
給
の
ど
ち
ら
も
あ
り
得
る
。

B
T
に
と
っ
て
は
、
社
の
社
会
奉
仕
活
動
の

一
環
と
い
う
位
置
づ
け
だ
。「
こ
れ
を
使
い
、

2
年
間
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
の
秘
書
を
務

め
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
ま
す
。
会
社
に
戻
っ
て

き
た
後
は
、
元
・
秘
書
と
い
う
肩
書
き
は
い
ろ

い
ろ
な
場
所
で
評
判
と
な
り
、
本
人
、
会
社

双
方
に
大
き
な
プ
ラ
ス
で
し
た
」（
北
里
氏
）

興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
で
、
ど
ん

な
経
済
効
果
が
実
現
で
き
た
の
か
を
数
値
で

検
証
し
て
い
る
点
だ
。
B
T
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
、
プ
リ
ン
タ
ー
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
な
ど
一
式
を
在
宅
勤
務

コ
ス
ト
削
減
な
ど

多
大
な
経
済
効
果

2
年
間
の
長
期
休
暇
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
出
向

BTジャパン　
シニア・アドバイザー
北里光司郎氏

BT
●事業内容：市内通信、長距離電話、
国際通信、移動通信、インターネット
サービス、ブロードバンドサービス、
ITおよびグローバルソリューションズ
●本社所在地：ロンドン
●設立年：1896年
●従業員数：9万9600名（2005年度平均）
●売上高：186億2300万ポンド

（2005年3月期）

【図表3】BTのフレキシブル・ワーキング・システム

●Wind Down（ワインド・ダウン） パートタイムジョブとジョブシェア
●Step Down（ステップ・ダウン） 低位の仕事への移行
●Time Out（タイム・アウト） 長期休暇
●Helping Hands（ヘルピング・ハンズ） 他の機関への出向など
●Ease Down（イーズ・ダウン） 勤務時間と責任の段階的な軽減
●Compressed Time（コンプレスト・タイム）年間の総時間数は変えず、勤務時間を自由に決める
●Time－Banking（タイム・バンキング） 勤務時間を貯蓄し他の目的に使う
●Limited Working（リミテッド・ワーキング）限られた勤務時間で働く

B
T

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー
ク
は
社
会
問
題
も
解
決
す
る

CASE4
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フレキシブル・ワーク｜臨機応変・伸縮自在な働き方

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
2
0
0
0
年
3
月
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

始
し
た
。
目
的
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の
導
入
で
、

生
産
性
が
向
上
し
競
争
力
が
高
ま
る
と
い
っ
た
企

業
側
の
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
要
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
基
金
で
あ
っ
た
。
企
業
に
対
し
て
施
策
導

入
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
費
用
を
助
成
す

る
も
の
で
、
約
4
0
0
社
に
1
1
3
0
万
ポ
ン
ド

（
約
22
億
円
）
が
拠
出
さ
れ
た
。
B
T
を
は
じ
め
と

す
る
大
手
企
業
22
社
に
よ
る
雇
用
主
団
体E

m
-

p
lo
yers

fo
r
W
o
rk-Life

B
alance

も
設
立
さ

れ
、
加
盟
企
業
の
成
功
事
例
を
広
報
す
る
こ
と
で

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
施
策
の
普
及
を
図

っ
た
。

並
行
し
て
関
連
す
る
法
改
正
も
進
ん
で
い
る
。

2
0
0
2
年
雇
用
法
で
は
、
出
産
休
暇
の
拡
充
、

6
歳
未
満
の
子
供
ま
た
は
18
歳
未
満
の
障
害
の
あ

る
子
供
の
親
に
対
し
、
柔
軟
な
働
き
方
を
申
請
す

る
権
利
の
付
与
、
最
長
2
週
間
の
有
給
の
父
親
休

暇
と
い
っ
た
施
策
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
た
、
昨
年
10
月
に
は「
就
業
家
族
法
案（W

o
rk

and
F
am
ilies

B
ill

）」
が
発
表
さ
れ
、
2
0
0
7

年
4
月
か
ら
、
現
行
6
カ
月
間
の
有
給
出
産
休
暇

を
9
カ
月
間
に
延
長
（
最
終
的
に
は
1
年
間
に
延

長
）、
新
た
な
父
親
休
暇
の
導
入
（
母
親
が
出
産

休
暇
終
了
前
に
職
場
復
帰
す
る
場
合
、
代
わ
り
に

父
親
が
休
暇
・
給
付
を
取
得
で
き
る
）、
柔
軟
な

働
き
方
を
申
請
す
る
権
利
を
介
護
者
に
も
拡
大
す

る
な
ど
、
流
れ
は
強
ま
る
ば
か
り
だ
。

貿
易
産
業
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
企
業
で
の
導

入
率
が
高
い
の
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
74
％
）、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
（
24
％
）、
学
期
間
労
働
時

間
制
度
（
16
％
）
で
あ
り
、
従
業
員
の
利
用
率
が

高
い
の
は
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
（
55
％
）、

在
宅
勤
務
（
54
％
）、
学
期
間
労
働
時
間
制
度

（
46
％
）（
※
1
）
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
導
入
に
よ

る
効
果
と
し
て
は
、
従
業
員
と
の
関
係
が
改
善

（
71
％
）、
従
業
員
の
勤
労
意
欲
の
向
上
（
69
％
）、

離
職
率
の
低
下
（
54
％
）
が
挙
げ
ら
れ
る
（
※

2
・
※
3
）。

イ
ギ
リ
ス
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

概
念
が
浸
透
し
た
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

あ
る
。
E
U
主
要
国
と
比
べ
て
就
業
時
間
が
長
い

が
生
産
性
が
低
く
、
ス
ト
レ
ス
や
健
康
上
の
問
題

を
訴
え
る
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
好
景
気
に
伴

う
人
材
不
足
が
続
く
な
か
、
企
業
は
優
秀
な
人
材

を
確
保
す
る
た
め
に
柔
軟
な
就
業
形
態
を
導
入
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
共
稼
ぎ
・
ひ
と
り
親
世

帯
の
増
加
や
24
時
間
型
社
会
の
進
行
に
よ
り
、
週

休
2
日
の
9
時
〜
5
時
勤
務
と
い
っ
た
従
来
的
な

労
働
時
間
枠
で
は
労
働
者
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
き
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
I
T
の
進
歩
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
以
外
の
場

所
で
も
仕
事
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
も
一
因
だ
。

し
か
し
、
根
底
に
あ
る
の
は
、
仕
事
だ
け
で
な

く
家
族
と
過
ご
す
時
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

自
分
の
趣
味
の
時
間
と
い
っ
た
私
生
活
を
大
切
に

す
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
国
民
性
だ
。
夫
人
が
第
4
子

を
出
産
す
る
際
、
子
供
と
な
る
べ
く
一
緒
に
い
ら

れ
る
よ
う
、
ブ
レ
ア
首
相
が
執
務
量
を
減
ら
す
と

宣
言
し
た
の
が
象
徴
的
だ
。

イ
ギ
リ
ス
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
事
情

長
岡
久
美
子
（
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
）

根
底
に
あ
る
の
は

私
生
活
を
重
ん
じ
る
国
民
性

※
1

扶
養
児
童
を
持
つ
従
業
員
の
み
を
対
象
と
し

た
質
問

※
2

出
所:"T

he
S
econd

W
ork-Life

B
alance

S
tudy:R

esults
from

the
E
m
ployer

S
urvey"

（
貿

易
産
業
省
2
0
0
3
年
）

※
3

出
所:"T

he
S
econd

W
ork-Life

B
alance

S
tudy:

R
esults

from
the

E
m
ployees'S

urvey"

（
貿
易
産
業
省
2
0
0
4
年
）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

パートタイム 

学期間労働時間制度 

ジョブ・シェアリング 

フレックスタイム制度 

圧縮労働時間制 

年間労働時間制度 

一定期間の時間短縮 

その他 

74％ 

16％ 

14％ 

24％ 

7％ 

8％ 

15％ 

19％ 

【図表4】イギリス企業のフレキシブル・ワーク導入率（複数回答）※2

者
に
支
給
し
て
い
る
。
1
セ
ッ
ト
約
40
万
円

か
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
金
額
を
差
し
引
い
て

も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
に
よ
り
、
オ
フ
ィ
ス

や
通
勤
、
営
業
用
車
に
使
う
ガ
ソ
リ
ン
代
の

削
減
な
ど
で
、
会
社
全
体
で
年
間
1
0
0
億

円
の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
そ
れ

ま
で
は
出
産
と
育
児
を
理
由
に
退
職
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
た
女
性
た
ち
の
職
場
復
帰
率

が
98
％
に
な
り
、
新
た
な
社
員
の
採
用
や
教

育
に
関
わ
る
費
用
が
年
間
6
億
円
節
減
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
欠
勤
率
の
低
下
、
生
産
性
の
向

上
、
ス
ト
レ
ス
症
の
減
少
、
従
業
員
お
よ
び
顧

客
満
足
度
の
向
上
、
オ
フ
ィ
ス
統
合
に
よ
る

資
金
削
減
効
果
な
ど
、
多
大
な
経
済
効
果
が

実
現
し
て
い
る
。「
在
宅
勤
務
の
唯
一
の
欠
点

は
、
1
対
1
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
激
減

す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
定
期

的
な
会
議
の
場
を
設
け
、
そ
の
夜
は
盛
大
に

パ
ー
テ
ィ
を
開
く
部
署
が
多
い
。
そ
う
し
た
費

用
は
惜
し
み
ま
せ
ん
」（
北
里
氏
）

こ
う
し
た
施
策
を
進
め
た
同
社
人
事
担
当

取
締
役
の
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ル
氏
は
2
0

0
2
年
に
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
労
働
者
の
大

半
が
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
働
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
す
べ
て
の
人
に
雇
用
機
会
が
与
え
ら
れ
、

人
材
不
足
が
緩
和
さ
れ
る
。
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

も
緩
和
さ
れ
、
大
気
汚
染
の
改
善
や
経
費
の

削
減
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
平
日
で
も
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
が
活
気
に
満
ち
、
犯
罪
が
減
少
す
る
。

地
域
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
人

も
増
え
、
健
康
も
増
進
す
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
す
べ
て
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
」。
日
本
に
も
大
い
に
当
て
は
ま
る
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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20
世
紀
の
働
き
方
か
ら
脱
却
し
よ
う

III
脇
坂
明
氏
（
学
習
院
大
学
経
済
学
部
教
授
）

数
年
前
か
ら
、「
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
と
い
う
別
称
で
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
・
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

当
時
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
と
、
全

員
が
同
じ
時
間
だ
け
仕
事
を
減
ら
し
、
仲
間

の
雇
用
を
守
る
と
い
う
緊
急
避
難
的
な
意
味

合
い
が
強
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
、

短
時
間
で
あ
れ
、
在
宅
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
育

児
休
暇
で
あ
れ
、
働
く
個
人
が
自
分
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
、「
週
日
9
時
か
ら
5
時
ま
で

働
き
、
足
り
な
い
分
は
残
業
で
補
う
」
と
い
う

硬
直
的
な
働
き
方
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
考
え
た
の
で
す
。

一
律
の
時
間
に
縛
ら
れ
た
働
き
方
は
、
働

く
個
人
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
や
創
造
性
が
要
求
さ
れ
る
仕
事
を
否
定
し
、

企
業
の
生
産
性
を
阻
害
し
ま
す
。
た
だ
、
勤

務
の
柔
軟
性
と
企
業
業
績
の
正
の
相
関
関
係

は
証
明
で
き
る
の
で
す
が
、
柔
軟
性
を
高
め
た

か
ら
業
績
が
上
が
っ
た
の
か
、
業
績
が
よ
い
企

業
だ
か
ら
柔
軟
性
を
増
す
こ
と
が
で
き
た
の
か

を
正
確
に
区
別
で
き
な
い
の
で
、
実
証
的
な
デ

ー
タ
を
取
る
の
は
難
し
い
の
が
現
実
。
し
か
し
、

先
進
国
に
お
い
て
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー

ク
が
企
業
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
は
常
識

か
ら
考
え
て
当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
少
子
化
対
策
と
か
ら
め
て
考

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
で
は
問
題
の
本
質

が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
育
児
休
業
の
取
得
目

標
を
一
律
に
決
め
て
、
政
府
が
上
か
ら
押
し

付
け
る
と
、「
育
休
を
取
ら
ず
に
短
時
間
勤
務

や
在
宅
で
働
き
た
い
」
と
い
う
人
の
ニ
ー
ズ
に

蓋
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
ん
な
馬
鹿
な

話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子
化
対
策
か
ら
入
る
議

論
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
す
。

百
貨
店
業
界
は
育
児
に
よ
る
短
時
間
勤
務

を
20
年
前
か
ら
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち

の
調
査
で
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
て
い
る

職
場
、
さ
れ
て
い
な
い
職
場
と
、
大
き
く
分
か

れ
て
い
ま
し
た
。
後
者
の
職
場
で
は
、
短
時
間

勤
務
の
人
は
管
理
職
に
不
向
き
と
い
う
短
絡

的
な
結
論
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
貴
重

な
人
材
が
埋
も
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

個
々
の
企
業
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
職
場

ご
と
に
、
ど
う
し
た
ら
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
・
ワ
ー

ク
が
導
入
で
き
る
か
を
真
剣
に
話
し
合
う
場

を
設
け
る
こ
と
で
す
。
販
売
員
を
例
に
す
る
と
、

勤
務
時
間
が
減
っ
た
人
の
売
上
げ
目
標
を
ど

う
設
定
す
る
か
、
時
間
に
比
例
さ
せ
れ
ば
よ
い

の
か
、
給
料
は
ど
う
す
る
か
、
職
種
転
換
は
必

要
な
の
か
、
そ
う
い
う
話
を
地
道
に
積
み
上
げ

て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。
労
働
組
合
の
役
割
が

重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
と

っ
て
、
生
産
性
が
上
が
る
実
に
「
お
い
し
い
話
」

な
の
で
す
。
最
も
迷
惑
を
こ
う
む
る
の
は
、
9

時
〜
5
時
勤
務
プ
ラ
ス
残
業
で
、
仕
事
を
割

り
振
る
の
に
慣
れ
た
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
後
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、
在
宅
勤
務
、

短
時
間
勤
務
、
あ
る
い
は
長
期
休
暇
の
人
ま

で
、
多
様
な
勤
務
形
態
の
社
員
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
力
が
必
須
に
な
る
で
し
ょ
う
。

わきさか・あきら
学習院大学経済学部教授。労
働経済学専攻。1953年生まれ。
京都大学経済学部卒業。同大
学院経済学研究科博士課程修
了。岡山大学教授を経て現職。
著書『職場類型と女性のキャリ
ア形成』（御茶の水書房）、『日
本型ワークシェアリング』（PHP
新書）。2004年4月から1年間、
英オックスフォード大学日産日
本問題研究所客員研究員を務
める

過
去
の
事
例
研
究
も
含
め
て

職
場
で
の
真
摯
な
議
論
を

一
方
の
個
人
も
、
会
社
任
せ
で
は
な
く
、

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
し
っ
か
り
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
育
児
や
介
護
だ
け
で
な
く
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
仕
事
を
減
ら
し

て
学
習
に
あ
て
る
と
い
う
人
も
増
え
る
。
し
か

も
、「
働
い
た
時
間
や
場
所
で
は
な
く
、
仕
事

の
成
果
で
評
価
さ
れ
る
」
傾
向
が
強
ま
り
、
安

閑
と
は
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

通
信
環
境
の
整
備
な
ど
も
あ
り
、
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
・
ワ
ー
ク
が
当
た
り
前
に
な
り
、
そ
の
言

葉
自
体
が
消
滅
す
る
の
が
1
0
0
年
後
の
22

世
紀
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
明
ら
か
な
の
は
、

こ
の
流
れ
は
止
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

男 

女 

8.5％ 13.5％ 22.3％ 54.3％ 1.5％ 

27.4％ 25.0％ 15.0％ 31.7％ 1.0％ 

希望する　　どちらかと言えば希望する　 
どちらかと言えば希望しない　　希望しない　　無回答 

【図表5】短時間正社員の希望率

出所：「多用就業型ワークシェアリング制度導入意識調査」（2003年10月
実施、厚生労働省）より。対象は20代～50代の男女各1250人




